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第１回 枚方市教育委員会定例会 会議録 

開会 平成30年１月26日午前10時00分 閉会 平成30年１月26日午前11時13分 

日程番号 議案番号 案     件 結果 

１ 報告第11号 

臨時代理事項の報告について 

（１） 枚方市幼児教育ビジョン改訂版に関する意見聴取会設置

要綱の制定について 

承認 

２ 議案第21号 平成30年全国学力・学習状況調査の実施について 可決 

３ 議案第22号 「仮称北山社会教育施設用地」について（方針） 可決 

４ 議案第23号 
枚方市立小学校及び中学校の通学区域に関する規程の一部改正

について 
可決 
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○奈良教育長 開会に先立ち、委員の出席状況について報告を求めます。 

  森澤管理部長。 

◯森澤管理部長 委員の出席状況について報告いたします。 

  本日の会議は、全員出席です。 

  以上、報告を終わります。 

○奈良教育長 報告のとおり、定足数に達しておりますので、ただいまから平成30年第１回枚方市

教育委員会定例会を開会いたします。 

  次に、本定例会の会議録署名委員の指名を行います。 

  会議録署名委員は、会議規則第15条第２項の規定により、教育長において、橋野委員を指名い

たします。 

  それでは、日程１、報告第11号「臨時代理事項の報告について」を議題とします。 

  説明を求めます。 

  花﨑学校教育部長。 

○花﨑学校教育部長 ただいま上程いただきました報告第11号、臨時代理事項の報告について、ご

説明をいたします。 

  議案書１ページをお開きください。 

  ご報告いたしますのは、ページ中ほどの２．臨時代理事項にございます臨時代理第12号、枚方

市幼児教育ビジョン改訂版に関する意見聴取会設置要綱の制定についてでございます。 

  この件につきましては、教育委員会の権限に属する事務につきまして、特に緊急を要するため、

教育長が臨時に代理いたしましたことから、教育長に委任する事務等に関する規則第３条第３項

の規定により、教育委員会にご報告し、ご承認をお願いするものでございます。 

  それでは、議案書２ページをお開きください。 

  臨時代理第12号、枚方市幼児教育ビジョン改訂版に関する意見聴取会設置要綱の制定について、

ご説明をいたします。本件は、教育長に委任する事務等に関する規則第３条第２項の規定により、

平成30年１月19日付けで教育長が臨時代理したものでございます。 

  １．臨時代理の内容でございますが、枚方市幼児教育ビジョンにつきまして、市立幼稚園の入

園児の減少や１、２歳児の小規模保育事業の実施など、幼稚園を取り巻く環境が大きく変わる中

で、幼児教育から小学校教育への円滑な接続、幼児教育と保育の連携、子ども・子育て支援の推

進等、国が示す方向性を踏まえ、改訂を行う必要があります。この改訂に当たりまして、外部有

識者から意見を聴取するため、枚方市幼児教育ビジョン改訂版に関する意見聴取会設置要綱を制

定したものでございます。 

  議案書３ページをお開きください。 

  本要綱の具体的な内容でございますが、第１条では設置について。第２条では聴取会の構成と

して、委員３人で構成すると定めております。第３条では委員の依頼期間、第４条では委員の身

分について定めております。第５条では進行方法として、第１項において聴取会は教育長が招集

し、委員の意見を聴取する。ただし、教育長が必要と認めるときは、聴取会を招集せず、委員に

意見を聴取することができると定めております。第６条では秘密の保持について定め、第７条の
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報償金では、その額について市長と教育長が協議して別に定めるとしております。第８条では庶

務の担当、第９条では補則を定めております。 

  また、附則としまして、この要綱は制定の日から施行するとしております。 

  以上、簡単ではございますが、報告第11号、臨時代理第12号のご説明とさせていただきます。

よろしくご審議の上、ご承認いただきますようお願いをいたします。 

○奈良教育長 これから質疑に入ります。 

  神田委員。 

○神田委員 この中で、委員の依頼期間ですけれども、意見聴取の終わる時期の予定としてはどれ

ぐらいを予定されているんでしょうか。 

○奈良教育長 黒田教育指導課長。 

○黒田教育指導課長 この教育ビジョンにつきましては、現在、庁内委員会を通じまして、この

方々に意見をお聞きし、進めているところでございます。今年度末を目途として考えております。 

○奈良教育長 他に質疑はありませんか。 

  これをもって質疑を終結します。 

  これから報告第11号を採決します。 

  本件は、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○奈良教育長 ご異議なしと認めます。 

  よって、本件は承認することに決しました。 

  続きまして、日程２、議案第21号「平成30年度全国学力・学習状況調査の実施について」を議

題とします。 

  説明を求めます。 

  花﨑学校教育部長。 

○花﨑学校教育部長 ただいま上程いただきました議案第21号、平成30年度全国学力・学習状況調

査の実施について、ご説明をいたします。 

  恐れ入ります、議案書４ページをお開きください。 

  本件は、教育長に委任する事務等に関する規則第２条第１項第１号の規定により、教育委員会

の議決をお願いするものでございます。 

  初めに、１．内容でございますが、平成30年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領に基

づき、本調査に参加するものでございます。 

  次に、２．目的でございますが、平成30年度全国学力・学習状況調査に枚方市立小中学校が参

加して、全国的な状況との関係において本市児童・生徒の学力や学習状況を把握・分析し、本市

児童・生徒の課題の改善に向けた教育の成果と課題を検証することで、今後の教育施策や教育指

導に反映させ、以て本市児童・生徒の学力向上につなげることにございます。 

  恐れ入ります、参考書類、別紙１をごらんください。 

  本件につきましては、平成29年12月21日付けで文部科学事務次官から大阪府教育委員会市町村

教育室小中学校課長を通じて、平成30年度全国学力・学習状況調査の実施についての通知があり、
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その後、本調査への参加について照会がございました。 

  また、本通知におきまして、平成30年度調査について、平成29年度からの調査に関する実施要

領からの主な変更点が示されており、その内容は通知文の５行目にありますように、まず１点目

としまして、教科に関する調査の教科に、国語、算数・数学に加えて理科を実施することに伴う

事項が新たに規定されております。 

  また、２点目としまして、中学校の英語予備調査を実施することが新たに規定されていること

でございます。 

  それでは、平成30年度全国学力・学習状況調査の概要につきまして、ご説明をいたします。 

  参考書類、別紙２をごらんください。平成30年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領で

ございますが、まず、１ページのⅠ．調査の目的、Ⅱ．調査の名称については、記載のとおりで

ございます。 

  Ⅲ．調査の構成ですが、平成30年度は本体調査に加えて、先ほど申し上げました中学校の英語

予備調査が実施されます。 

  Ⅳ．本体調査についてでございますが、１、調査の対象は（１）ア、イのとおり、原則、小学

校等の第６学年、中学校等の第３学年に該当する全児童・生徒となります。 

  ２．調査事項ですが、２ページをごらんください。 

  児童生徒に対する調査としましては、（１）ア（ア）に記載の国語と算数、数学及び理科の教

科に関する調査と、イに記載の学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問紙

調査が実施されます。 

  ページ中ほど、３．調査実施日等でございますが、児童生徒に対する調査は、平成30年４月17

日火曜日に実施される予定でございます。 

  平成30年度の主な変更点として触れました英語予備調査につきましては、11ページをお開きい

ただきまして、Ⅴ．中学校の英語予備調査をごらんください。 

  １．調査の目的でございますが、平成31年度全国学力・学習状況調査の中学校調査における英

語調査の確実かつ円滑な実施に資することを目的とするとしており、２．調査の対象は、文部科

学省が調査対象として抽出した都道府県教育委員会及び市町村教育委員会が設置管理する学校等

の中学校第３学年の原則として全生徒となります。 

  次に、12ページをごらんください。 

  ３．調査事項でございますが、（１）ア（イ）出題形式については、「聞くこと」、「読むこ

と」、「話すこと」、「書くこと」を問う問題を出題し、記述式の問題を一定割合で導入すると

ともに、話すことを問う問題の回答は、原則として口述式によるものとするとしております。 

  ４．調査実施日等ですが、実施日は平成30年５月１日火曜日から５月31日木曜日の期間中、調

査の対象となった学校が実施可能な１日とするとしており、調査時間は、「聞くこと」、「読む

こと」、「書くこと」を問う問題を１単位時間、「話すこと」を問う問題を生徒１人当たり15分

程度で実施するとしております。 

  13ページをごらんください。 

  ６．調査結果の取扱いにつきましては、文部科学省は調査の結果を公表するとともに、調査の
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対象となった学校及び当該対象学校を設置管理する教育委員会に対して、調査結果等を提供する

としております。 

  ここまで、本年度からの変更点を中心にご説明をさせていただきました。 

  なお、本市における調査結果の公表につきましては、本実施要領に基づき、平成30年度も各学

校の授業改善、家庭学習の定着等、学力向上に活かしていくことを目的として、本年度と同様、

保護者や市民によりわかりやすく伝えるという観点で公表することを考えております。 

  以上、簡単ではございますが、議案第21号のご説明とさせていただきます。よろしくご審議の

上、ご可決いただきますようお願いをいたします。 

○奈良教育長 これから質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  谷元委員。 

○谷元委員 今、説明がありました中で、平成30年度の全国学力・学習状況調査では、小学校、中

学校に理科が新たに加わっています。平成27年度のこの全国学力・学習状況調査で、枚方市は理

科において小学校、中学校ともに全国を下回ったという結果があり、課題が残りました。具体的

にどのような課題が残って、課題解決に向けて、これまでどのように取り組んでこられたのか。

小学校、中学校での課題と取り組みについて教えていただきたいと思います。 

○奈良教育長 黒田教育指導課長。 

  黒田教育指導課長 平成27年度調査におきまして、小学校では器具の適切な方法を身につける

といった知識・技能や、実験結果を示したグラフをもとに考察した内容を記述するといった科学

的な思考・表現、中学校では実験の結果を分析して解釈し、正しい結果を選ぶということや、他

者の考察を検討して改善し、正しく説明するといった科学的な思考・表現に課題がございました。

これらの課題解決に向けては、平成26年度より各校に配付をしております理科確かめプリント、

これの冬休み用、また春休みに実施する年間用、そして昨年12月に大阪府教育長より配布されま

した理科単元チェックシートなどの活用によりまして、知識・技能の定着を進めております。 

  また、科学的な思考・表現といった活用力につきましては、Ｈｉｒａｋａｔａ授業スタンダー

ドに基づきました授業改善を、他教科における授業研究の成果も踏まえながら進めるとともに、

大阪府教育庁による指導方法の工夫・改善定数を活用しました小学校における専科指導の研究成

果を発信することで、問題解決力を踏まえた多面的、総合的に考える力の定着を進めております。 

○奈良教育長 他に質疑はありませんか。 

  谷元委員。 

○谷元委員 課題、それから課題解決に向けての取り組みについてはわかりました。確かにＨｉｒ

ａｋａｔａ授業スタンダードに基づいた授業改善を図っていくことで、問題解決力や考える力も

身につくと思います。大阪府教育庁による指導方法の工夫・改善定数を活用した小学校における

専科指導の研究成果ということですが、枚方市に理科専科を設けている小学校は何校ぐらいある

のでしょうか。 

○奈良教育長 千原教職員課長。 

○千原教職員課長 平成29年度においては、小学校45校中34校で、理科専科を置いている状況です。 



－ 7 － 

○奈良教育長 谷元委員。 

○谷元委員 34校ということは、大体約75％の小学校が理科専科を設けているということですね。

以前と比べて多くなっていると思います。私が現役のときは音楽専科の方が多かったという気が

します。ただ、残りの小学校では理科の教材研究や実験の準備、片づけなど、やはり学級担任、

あるいは学年で行っているというのも現状だと思います。それにしてもそれだけの割合の学校が

理科専科を設けているということは、学習調査も期待できると思います。 

  以上です。 

○奈良教育長 他に質疑はありますか。 

  神田委員。 

○神田委員 意見として言わせていただきます。 

  この全国学力・学習状況調査については、議案第21号の２．目的にもありますように、今後の

教育施策や教育指導に反映させるということが大きな目的だと思います。 

  また、文部科学省の通知文の別紙５ページ下段の（４）調査結果の活用ということで、各教育

委員会、学校において、多面的な分析を行い、自らの教育及び教育施策の成果と課題を把握・検

証し、保護者や地域住民の理解と協力を得て、適切に連携を図りながら、施策に改善していくと、

ありますが、今年度の実施をもとに、各学校にその活用を、改善策を示して取り組んでもらって

おります。その中で校長面談が行われて、一歩一歩、その改善策を進めていってもらっていると

思います。30年度の全国学力・学習状況調査は、30年度の教育内容についての改善策になろうか

と思いますけれども、いわゆる人的な部分については30年度の調査結果を活用するのは難しい面

があると思います。そのように考えますと、今年度の調査結果に基づく各学校の改善策等につい

てどうであったのかということを踏まえまして、改善策を教育委員会として示していく必要があ

るのではないかと思っています。 

  この教育施策の中では、学力・学習状況調査は広い意味の学力面が見えてくるわけですけれど

も、学校という指導の中で考えますと、学習指導と生徒指導が両輪として総合的に子どもの学力

を高めることになろうかと思います。そういう中で、今年度の実績を踏まえて、来年度、どのよ

うに学校を教育委員会として指導支援していくかということを考えた場合に、様々なソフト面も

あると思いますが、人的な面で考えますと、学習指導では、少人数指導、加配教員の配置が国か

らされています。また、生徒指導面では、府及び市の生徒指導充実のための加配教員の配置等が

されています。ほかにも色々ありますけれども、このような学習面及び生徒指導面における加配

教員の人的な配置等を、今年度の各学校の実態、また取り組み等を踏まえて、ぜひとも来年度、

この学力・学習状況調査を活かしていただきたいと思っています。30年度の実施については、ま

たその状況を踏まえて、授業の実施等も取り組んでいく必要があると思いますので、この目的を

より意識して、来年度の予算と含めて考えていただけたらと思います。 

  以上です。 

○奈良教育長 他に質疑はありますか。 

  吉村委員。 

○吉村委員 お願いということで、障害のある子どもを調査対象としないという中に、下学年の内
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容で指導を受けている生徒について、例えば教科によって、当該の教科は普通学級で受けている

けれども、違う教科を下で受けている。その当該教科ということで考えておられるのか。あるい

は下学年の授業を受けている児童・生徒全てと考えているのかというのが質問の１点です。 

  毎年、結果の公表等についてということで言わせていただいているんですけれども、枚方市教

育委員会はこの７ページにあります調査結果の公表ですね。（５）の５行目です。丁寧に保護者

に対して見やすくわかりやすく示されているということは導入のところから工夫をされまして、

初めは公表のグラフ、データ等について、見てわかりにくいものを工夫されていることについて

はすごく頑張っておられると思っております。さらに、ここの趣旨にありますように、これはあ

くまでも一つの目安であって、子どもたちの全ての教育活動の中の学力という一つのものを見る

ものであって、トータルで個人個人の良さを認め合っていくという観点についてはしっかりとこ

この趣旨にあるように十分に配慮しながらお願いしたいと思っております。 

  １点目の質問について、ご回答をお願いしたいと思います。 

○奈良教育長 黒田教育指導課長。 

○黒田教育指導課長 当該の教科だけと考えております。 

○奈良教育長 他に質疑はありませんか。 

  これをもって質疑を終結します。 

  これから討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第21号を採決します。 

  本件は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○奈良教育長 異議なしと認めます。 

  よって、本件は原案のとおり可決することに決しました。 

  続きまして、日程３、議案第22号「「仮称北山社会教育施設用地」について（方針）」を議題

とします。 

  説明を求めます。 

  淨内社会教育部長。 

○淨内社会教育部長 ただいま上程いただきました議案第22号、「仮称北山社会教育施設用地」に

ついて（方針）につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。 

  議案書の５ページをお開きください。 

  本件は、教育長に委任する事務等に関する規則第２条第１項第１号の規定により、教育委員会

の議決を求めるものでございます。 

  １．内容でございますが、「仮称北山社会教育施設用地」については、平成２年第１回枚方市

教育委員会定例会における「枚方市立仮称北山社会教育施設（公民館、図書館）新設方、市長へ

の申し入れについて」の議決を受け、平成７年12月18日付けで、当時の住宅・都市整備公団から

枚方市土地開発公社が先行取得したものでございます。しかしながら、その後、現在までの間、
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社会教育施設設置としての事業化はなく、今後も設置予定はない状況になっています。つきまし

ては、教育委員会として、当該用地を取得後、教育財産としての用途を廃止するものでございま

す。 

  なお、平成25年に策定された「枚方市土地開発公社の経営の健全化に関する計画」に基づき、

市の財政負担の抑制と長期保有土地の解消による土地開発公社の経営の健全化を目的として、当

該用地については、平成27年度における市の方針として、「民間貸付のため枚方市が再取得」と

決定されています。 

  ２．今後の手続きですが、教育委員会として、枚方市土地開発公社から「仮称北山社会教育施

設用地」を買い戻すと同時に、教育財産としての用途を廃止し、市長に対し、当該用地の引き継

ぎの手続きを行ってまいります。 

  ３．本件の経過につきましては、次ページをごらんください。 

  平成元年度からこれまでの間における当該用地に係る動きを記載しておりますので、合わせて

ご参照ください。 

  以上、簡単ですが、議案第22号の提案理由とさせていただきます。よろしくご審議の上、ご可

決いただきますようお願い申し上げます。 

○奈良教育長 これから質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  神田委員。 

○神田委員 今、ご説明いただきましたように、内容のところですけれども、「枚方市立仮称北山

社会教育施設」として、新設の申し入れを行われて、平成７年の12月18日付けで取得され、今度

その教育財産としての用途を廃止して、用地を買い戻すとなりましたが、近隣住民等に対しての

説明等はどういう状況でしょうか。 

○奈良教育長 奥野社会教育課長。 

○奥野社会教育課長 近隣住民につきまして、現時点で意向等を完全に整理しているというわけで

はございませんが、市が買い戻しを行うということは伝えております。また、その後の具体的な

土地活用方法につきまして、この後お知らせするとともに、意向等を踏まえて協議していきたい

と考えております。 

○奈良教育長 神田委員。 

○神田委員 そういう状況ですので、また今後、地域の住民の方にも説明していただきながら、用

途がうまく変更できるようによろしくお願いします。 

○奈良教育長 他に質疑はありませんか。 

  これをもって質疑を終結します。 

  これから討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第22号を採決します。 

  本件は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○奈良教育長 異議なしと認めます。 

  よって、本件は原案のとおり可決することに決しました。 

  続きまして、日程４、議案第23号「枚方市立小学校及び中学校の通学区域に関する規程の一部

改正について」を議題とします。 

  説明を求めます。 

  森澤管理部長。 

○森澤管理部長 ただいま上程いただきました議案第23号、枚方市立小学校及び中学校の通学区域

に関する規程の一部改正につきまして、提案理由の説明をいたします。 

  議案書の７ページをごらんください。 

  本件につきましては、教育長に委任する事務等に関する規則第２条第１項第３号及び第12号の

規定により、教育委員会の議決を求めるものでございます。 

  １．内容でございます。議案書の10ページをごらんください。 

  上段の位置図におきまして、左側が菅原小学校、右側が菅原東小学校の通学区域で、中央の上

にあります四角に囲んだ部分が今回変更を行う区域でございます。 

  当該、長尾宮前１丁目10番８号は、菅原小学校及び長尾中学校の通学区域と規定していました

が、今般、住宅開発の情報を受け、現地を調査したところ、当該地は現在更地で、周辺は菅原東

小学校及び杉中学校の通学区域になり、不自然な状況になることが判明いたしました。このため、

枚方市立小学校及び中学校の通学区域に関する規則の一部を改正し、長尾宮前１丁目10番８号に

つきましては、菅原東小学校及び杉中学校の通学区域に変更するものでございます。 

  恐れ入ります、議案書の９ページにお戻りください。 

  改正内容につきましては、新旧対照表によりご説明いたします。 

  別表第１の通学区域に関する表の上段、菅原小学校と、下段、菅原東小学校につきまして、表

の右側の旧、現行欄の下線でお示しした箇所の、並びに10番８号の部分をそれぞれ削るものでご

ざいます。 

  なお、中学校の通学区域につきましては、長尾中学校及び杉中学校とも、小学校単位で構成す

る一小一中の通学区域となっていることから、今回は中学校区の改定はございません。 

  恐れ入ります、８ページにお戻りください。 

  附則でございます。本規定の施行日を公布の日とするものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、ご説明とさせていただきます。よろしくご審議の上、ご可決い

ただきますようお願いいたします。 

○奈良教育長 これから質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認めます。 
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  これから議案第23号を採決します。 

  本件は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○奈良教育長 異議なしと認めます。 

  よって、本件は原案のとおり可決することに決しました。 

  以上、本定例会に付議された案件は全て議了しました。 

  これをもって、平成30年第１回枚方市教育委員会定例会を閉会いたします。 
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